
三陸沿岸における 2011年津波の堆積物と津波水理量の特性	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 東北大学	 工学部	 建築・社会環境工学科	 	 	 	 	 	 学生会員	 ○横山智裕	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 東北大学	 災害科学国際研究所	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 非会員	 菅原大助	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 東北大学	 災害科学国際研究所	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 非会員	 後藤和久	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 東北大学	 災害科学国際研究所	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 正会員	 今村文彦	 

	 

1. はじめに	 
	 2011年東北地方太平洋沖地震では，津波浸水域に大量の土

砂が堆積した．岩手・宮城・福島各県では，数千点の堆積土

砂層厚のデータが収集された．また，国土交通省により100	 m

メッシュの浸水深データも整備されている．これらのデータ

を用いて，仙台平野では堆積層厚と浸水深の関係が推定され

ている（Goto	 et	 al.,	 2014）．Goto	 et	 al.	 (2014)では，最

大浸水深に占める堆積層厚の割合を「堆積物濃度」と定義し

て推定した．その結果，海岸線からの距離によらず，この値

が2％付近に集中して分布していることが明らかにされた．	 

	 三陸地方のような複雑な地形条件においても，堆積物濃度

が津波の高さや波形，地形などにより説明できるのであれば，

古津波堆積物の層厚データを用いて浸水深の推定が可能にな

ると考えられる．そこで本研究では，仙台平野の事例と同様

に津波堆積物データを活用し，三陸地方での解析を行った．	 

	 

2. 分析方法	 
	 三陸地方において津波堆積物データが多く取得された地域

（湾）のうち，新北上川・陸前高田・野田・宮古を研究対象

とした．	 

	 ここで，Goto	 et	 al.	 (2014)と同様に，堆積層厚および最

大浸水深の比を堆積物濃度と定義する．この堆積物濃度を，

実測および津波土砂移動計算それぞれに対して算出する．そ

して，実測および計算の堆積物濃度を地域ごとに比較するこ

とで，計算の再現性を検討する．また，津波の浸水深や流速

の空間分布や時系列などと併せて，堆積物濃度の地域的な特

性を検討する．	 

	 分析に用いたデータは，堆積層厚データについては宮城県/

水土里ネットみやぎおよび岩手県のデータを，浸水深データ

については国土交通省のメッシュデータを使用した．	 

	 砂の土砂移動計算は，高橋ら（1999）に基づき実施した．

ここで，飽和浮遊砂濃度は菅原ら（2014）の手法により,流況

に応じて動的に設定した．	 

3. 分析結果	 
⑴ 新北上川（図-1）	 

実測の堆積物濃度は，ばらつきが大きく,仙台平野と比較して,

やや高い値で分布している．また，実測・計算ともに内陸方

向にやや減少する傾向が見られる．	 

⑵ 陸前高田（図-2）	 
実測の堆積物濃度は仙台平野と同じ程度の値に分布している

が，ばらつきは大きい．海岸線から1000m付近までは,仙台平

野での分布と類似している.海岸線から1000mを超えた地点

では,仙台平野よりも高い値で分布している.また,海岸線か

ら0－1000mでの計算値の分布は,実測よりも小さくなってい

る.1000mよりも陸側では実測・計算ともに内陸方向へ増加傾

向が見られた．	 

⑶ 宮古（図-3）	 

実測の堆積物濃度は，沿岸部でのばらつきが大きく，他地域

よりも幅広い分布となっている．計算による海岸線付近の堆

積物濃度の分布は実測値よりも小さい．実測の堆積物濃度は，

内陸方向へやや増加する傾向が見られる．仙台平野と比較す

ると,実測の堆積物濃度はやや高い値で分布しているが,計算

では仙台平野と類似した分布となっている.	 

⑷ 野田（図-4）	 
実測の堆積物濃度は，海岸線から600m付近までは,仙台平野

の分布と類似している．海岸線から600mを超えると,仙台平

野よりも高い値で分布している.また，実測・計算ともに堆積

物濃度が内陸方向へ増加している．他地域と比較して,実測と

計算で明らかに離れた領域が存在していることは，数値計算

では堤防が存在しないと仮定した影響と考えられる.	 
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図-1	 新北上川での堆積物濃度の比較	 

	 

	 

図-2	 陸前高田での堆積物濃度の比較．	 

	 

	 

図-3	 宮古での堆積物濃度の比較	 

	 

	 

図-4	 野田での堆積物濃度の比較．	 

	 

5.	 おわりに	 	 

	 本研究では，三陸地方を対象として実測と計算により求め

た堆積物濃度を，仙台平野での結果（Goto	 et	 al.	 2014）を

基準として比較した．その結果，地域により実測の堆積物濃

度にはばらつきがあること，海岸線からの距離に応じて堆積

物濃度が減少または増大する特徴が見られる場所があること

など，浸水深と層厚の関係には地域性があることがわかった．	 

新北上川と陸前高田においては，計算によって堆積層厚の

分布の傾向が良く再現されており，数値計算による津波水理

量の時系列を用いた解析が有効である可能性がある.	 

今後は，濃度の地域性や変化の傾向が生じた理由を地形や

津波来襲時の状況も含めて検討する必要がある.	 
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